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⮚プロジェクトの概要と今回の報告

SDGsの実現やCOVID-19対策等の課題に対する日本型の学校保健の貢献

の可能性と課題を実証的に検討すること

【目的】

①
日本の開発途上諸国への学校保健支援の成果と課題の検証
（文献収集＆聞き取り調査）

②
開発途上諸国での学校保健、COVID-19対策＆ESDの現状把
握（文献収集＆聞き取り調査）

③
開発途上諸国/日本での学校保健・ESD普及モデルの提案
（ラオス・ネパール・日本での保健教育教材の開発＆授業
研究、健康診断）

④ 知見の共有、日本社会・学術界への還元（双方国での共
有・論文化、ﾈｯﾄﾜｰｸ構築））

【主な活動】 ●活動現場で感じたコロ
ナ禍による学びの変容

●Postコロナの学びの在
り方についての意見

●今後の展望、EDU-Port
ニッポンへの期待等

●これまでの活動
の成果
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日本型の学校保健（保健教育） 教員養成校と附属校の共同/連携
健康問題をエントリーポイントとしたESDの推進の可能性を検証

●日本型の保健教育とは？

・主体的、対話的で深い学びを目指して構造化（導入・展開・まとめ）された授業

・授業研究（Lesson study）の手法の活用による授業指導力の向上

●教員養成校と附属校の共同/連携とは？ 教員養成校の教育＆研究機能の強化！

・両機関の連携による授業（教材）開発と教員研修

●健康問題をエントリーポイントとしたESDとは？

・子ども達に身近で、かつ緊急性の高い健康問題を学習テーマに
4

ラオス・ネパール・日本での保健教育教材の開発＆授業研究（実証研究）

1.これまでの活動の成果 2.コロナ禍による学びの変容 3.Postコロナの学びの在り方 4.今後の展望・EDU-portニッポンへの期待



③小・中・高校（附属校）での実践

①教材開発（日本×ラオス×ネパールの研究者＋現場経験のある教員）
１）日本人研究者が教材案を作成 ☆メイントレーナーの養成
２）日本の教育現場での保健教育の実践経験のある教員との模擬授業&検討会
「主体的で、対話的で、深い学び」を意識した修正

３）以下に関する３カ国での議論による教材修正と介入効果の評価方法の開発
a)各国でのテーマに関する実践状況や設備等に関する現状と課題
b)教材案に関する各国での特有事情の考慮
c)教員養成機関で当該教育を実施する際に学生が身に着けるべき力（KAP）

➢ 実証研究のプロセス

③教員養成校での実践

②教員研修(教員養成校の教員) ②教員研修(中高の教員)

評価(研修前後の質問紙調査/ メイントレーナーと授業者による授業評価)

評価(教育前後の質問紙調査/ メイントレーナーと授業者による授業評価)

ステップ１
2021—2022年
（オンライン）

ステップ２
2022—2023年
(ラオス・
ネパール）

ステップ３
2022-2023年
（ラオス・ネ
パール・日本） 5



➢ ESD×日本型の保健教育：開発した教材(研修）の構成

事前調査（質問紙）

ESDの紹介/テーマとの関係性/獲得を目指す能力

授業構想の背景/目的/評価の観点

◎導入（日常性）：
学習者にとって身近な課題、疑問を持たせる、予想を立てる、自分事と
して考えさせる、明確な学習課題を提示

◎展開（科学性）：
学習者が主体的に学習、対話的で深い学び（共同活動を通して、個人の
考えが更新される）、自己の課題を見つめる

◎まとめ（行動変容）：
学びの深まりを共有、学校・家庭で実践できる具体的な行動目標の確認

提案された授業の良い点、改善点を分析

テーマを指導する必要性、指導上の留意点を議論

事後調査（質問紙）

模擬授業
（小中校での
授業はこの
部分のみ）
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➢ 開発した教育教材

カテゴリー テーマ 教育手法 主な活動

COVID-19

差別 ニュース・記事などの活用
・身近にある差別事例を検討
・差別経験者の手記を読んで議論

メンタルヘルス
マネジメント

風船によるストレス評価、お薦
めストレス解消法ベスト3の選定

・個人の普段のマネジメント
方法の共有

・調査研究から得られた情報の共有
・個人のお勧めベスト3の選出

ワクチン
（予防接種）

免疫機能に関するロールプレイ
・予防接種を実施した際に体
内で生じる変化についての
ロールプレイ

包括的性教育 月経教育 グループワーク(事例検討）
・月経時に求められる支援を
男女共同グループで議論

生活習慣病
栄養不良の
二重負荷

計算（BMI/理想体重の計算)、図
表の読み取り

・痩せと肥満が健康に与える影響を
紹介

・身長・体重計測、BMIの計算

手洗い 啓発活動の企画
グループワークによる課題分析&
啓発計画の企画(問題分析、ラン
ク付け）

・ナッジ理論の紹介
・課題分析、啓発計画の企画
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➢ 評価の観点(質問紙調査の内容）

ESDの視点にたった学習指導で重視する７つの能力・態度

1. 批判的に考える力 2．未来像を予測して計画を立てる力
3．多面的・総合的に考える力 4．コミュニケーションを行う力 5．他者と協力する力
6．つながりを尊重する態度 7．進んで参加する態度

ＫＡＰ＋自信 授業を通して身に着けてほしい力
（小、中、高校生）

教員として身に着けてほしい力
（中高教員、教員養成機関学生）

知識 授業内容に関する知識 指導の際に配慮すべき点に関する知識

態度・意欲・関心 テーマに関する態度
テーマを学校現場で指導することについ
ての態度、意欲、関心

実践 テーマに関する実践状況 テーマに関する学生への支援

自信 テーマに関する実践に対する自信 テーマに関する指導の自信

日本型教育で目指す学び

主体的 授業に積極的に参加したか

対話的 教師ー生徒間、生徒―生徒間のやり取りに参加したか

深い学び 教師ー生徒間、生徒間の対話を通して自分の考えが更新されたり、新たな発見があったか
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授業のねらい
日本や世界で行われている手洗い普及運動の実践事例を参考に、手洗いを促す
ための手洗い啓発活動の企画を具体的に考えることができる。

学習
内容

導入
新型コロナ感染症対策における「手洗い」の重要性の紹介

ナッジ理論の紹介とその実践例の紹介

展開 グループワークによる手洗いに関するアクションプランの作成

まとめ プラン発表

ESDの視点にたっ
た学習指導で重視
する７つの能力・

態度

1. 批判的に考える力
2. 未来像を予測して計画を立てる力
3. 多面的・総合的に考える力
4. コミュニケーションを行う力
5. 他者と協力する力
6. つながりを尊重する態度
7. 進んで参加する態度 文部科学省HP: https://www.mext.go.jp/unesco/004/1339970.htm

➢ 開発された教材（手洗い啓発）
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教材開発での議論から→都市部と農村部で水資源へのアクセスが異なることが指摘

➡ラオス・ネパールの水衛生設備の現状に合わせ、水が手に入りにくい地域におけ

る手洗い啓発活動の具体例の内容を追加

Tippy-Tapの導入、やか
んを使った手洗いなど、
少量の水でも手洗いが
実施できるような具体
例を追加

➢ 日本・ラオス・ネパールとの共同での教材開発からの学び
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➢ ラオスの教員研修の効果と課題から

①手洗いに関する知識、③指導の意欲や関心、⑤指導の必要性、⑥指導の自信の４項目が有意に向上。

②指導の際に配慮すべきポイントに関する知識については、十分な習得が認められなかった、手洗いに関
する内容理解にも課題。

（n=50）
研修前 研修後

平均 SD 平均 SD P値

①手洗いに関する知識 (７点満点） 3.6 1.3 4.6 1.2 <0.001

②手洗い啓発の指導の際に配慮すべき点についての知識(17点満点） 4.3 2.9 4.5 3.2 0.819

③手洗い啓発を指導することについての意欲、関心等(45点満点） 34.7 4.9 37.4 5.0 <0.001

④手洗い啓発を指導することについての態度 (40点満点) 37.7 4.0 38.6 2.2 0.17

⑤手洗い啓発を指導する必要性についての認識 (24点満点) 20.5 2.6 21.9 1.8 <0.001

⑥手洗い啓発を指導する自信 (24点満点） 18.7 3.5 21.0 2.4 <0.001
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➢ ESDの指導で重視する能力・態度の獲得についての自己評価

0 20 40 60 80 100

7.進んで参加する態度

6.つながりを尊重する態度

5.他者と協力する力

4.コミュニケーションを行う力

3.多面的・総合的に考える力

2.未来像を予測して計画を立てる力

1.批判的に考える力

全く身に着かなかった 少し身に着いた 概ね身に着いた 身に着いた

開発時に想定した能力・態度＜想定していなかった能力・態度
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●計画された啓発活動にはナッジの視点なし

→ナッジ理論についてのさらなる理解が必要

ナッジ理論やその活用の具体例について紹介

●計画された活動は、現状の課題の分

析結果とはマッチしていなかった。

願望・希望を並べただけの内容

→課題分析ー解決法の理解、優先順位付けが必要

★発表に対する教師の適切なコメントも必要
各グループでの啓発活動の企画

➢ ラオスでの教員研修の観察から（手洗い啓発）

13



男女共修により、月経時に起こる心身の問
題とその際の支援の方法をグループで相談

●当初の想像以上に男女がうまく共修。

●できる支援とできない支援が混在

→優先順位付けが必要

●活動の指示・グループ編成・時間管理の問題

➢ ネパール/ラオスでの実践の観察から（月経教育：中学１年生）
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●冒頭のESDの紹介に30分超（3～5分程度の想定）

→各パートでの時間配分を徹底

☆☆☆独自でスライドを追加して、教育学部全体

での集会で副学部長が紹介（ラオス）

➢ ネパール/ラオスでの実践から（ESDの紹介：教員養成校）
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➢ ESD×日本型の保健教育：開発した教材(研修）の課題と成果

日本・ラオス・ネパールの３カ国での実践比較により、、、

課題 成果

全体的な説明ｽﾘﾑ化、適切な時間配分、
各ｽﾗｲﾄﾞで説明すべき内容の追加
→指導の質を担保するための標準化

授業のﾎﾞﾄﾙﾈｯｸの顕在化
（準備不足、内容の理解の不足
教えるべき内容の精選）

現状分析に基づく対策提案、優先順
位をつける視点の追加

ESD、各国が求める能力強化に最適！
→ESD推進に前向き

授業研究とは何か？何のための授業
研究か？の説明の追加

各国の授業・教育観が浮き彫り
（文化的な背景も影響）

グループワーク及び発表時のファシリ
テーション技術の向上の必要性
（発言の一極集中への対策も）

教師の本質的な教授力・役割とは何
かを考えるきっかけ（授業は筋書きの
ないドラマ）
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1.これまでの活動の成果 2.コロナ禍による学びの変容 3.Postコロナの学びの在り方 4.今後の展望・EDU-portニッポンへの期待

➢ 活動現場で感じたコロナ禍による学びの変容

プラスの影響 マイナスの影響

学校 ・ｵﾝﾗｲﾝ学習環境の劇的な改善
・教師、子どもともに予防接種が徹底
・学校運営委員会と校長のﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ力が強化/格差
（ﾈｯﾄ使用、ｶﾞｿﾘﾝ代、宿題配布等）

☆感染症対策に対する関心&意欲上昇
☆子どもの健康の重要性の再認識
☆石鹸、マスク、体温測定計が郡から支給

・学校が患者の受け入れ場所
（都市部では教員の感染多数）
・学校経営に甚大な影響（2022年授業料徴収無）
・感染症対策以外の学校保健活動は一時的に停止

教師 ・農村部では副業増 ・分散登校による授業数増、科目の選択指導、
・オンライン授業準備対応による負担増
・自給自足者は影響少、現金収入激減(観光地）

子ど
も

・ﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽは良好、肥満・虐待等の発生なし
・学習意欲は増(小学校）/学びの場としての学校
の重要性の再認識

・経済苦による退学者増（観光地の中高校）
・教育格差大、特に地方では中高は進学に影響
・大学は入学者の大幅減

ラオス（ﾋﾞｴﾝﾁｬﾝ､ﾙｱﾝﾊﾟﾊﾟｰﾝ、ﾄﾞﾝｶﾑｻﾝ、ﾊﾞﾝｸｰﾝ 小、中、高校の校長）約30校での聞き取り調査

コロナ＋ウクライナ危機による影響大→ガソリン高、物価高
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プラスの影響 マイナスの影響

学校 ・ｵﾝﾗｲﾝによる授業実施/ﾈｯﾄ環境の劇的改善
・教員研修ｾﾝﾀｰは3,000以上のｵﾝﾗｲﾝ学習ﾌﾟﾛ
ｸﾞﾗﾑを開発（ﾗｼﾞｵ・ﾃﾚﾋﾞ･Youtubeで放映）

・手洗いや基礎衛生に対する優先順位が向上
・改訂予定の教科書で感染症の記載が強化

・感染症対策以外の他の学校保健活動の停止
・学校が感染者の隔離場所として使用。感染ﾘｽｸ
回避のため子どもを学校に行かせない
・学校閉鎖時の無料配布の生理用品管理
・ピア学習の機会の喪失

教師 ・私立教員は失職の危機（ﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽにも影響）

子ど
も

・子どもの衛生習慣が向上
（特に石鹸による手洗い）

・ネット・スマホ依存
・子どもの孤独感・ｽﾄﾚｽ増大、身体活動の低下、
他とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの機会の激減
・学校/学習への興味減、学力低下（読み書き）

1.これまでの活動の成果 2.コロナ禍による学びの変容 3.Postコロナの学びの在り方 4.今後の展望・EDU-portニッポンへの期待

➢ 活動現場で感じたコロナ禍による学びの変容

ネパール 中央及び地方行政機関での聞き取り調査（約20人）
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1人１台端末を活用した保健授業

Google ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞｼｰﾄを活用したｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ 保健教育への保護者の参加

➢日本での実践から（附属小学校：メンタルヘルス/月経教育）
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Google ﾌｫｰﾑ活用した教育評価
実態調査＆ニーズ調査

模擬授業＆リフレクションによる
保健教育の指導力の向上

ICTを用いた保健授業づくり
（メンチメーターの活用）

➢日本での実践から（教員養成校）
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●研究業績：学校保健学会 、国際保健医療学会、長野体育学会など 合計８本の研究報告

●国内実践・報告会：長野県教育研究集会、教員認定講習、信州大学大学院、学部授業、附属小学校、長野市内の小学校

●ラオスでの大学生のスタディツアー 2022年９月に1カ月間（6名）、2022年12月～1月に17日間（8名） 計14名

合計４0以上の学校での健康診断活動、運動指導（縄跳び）、健康教育を体験。

【活動参加者】 日本人教員：20名以上 ラオス人教員：５00名以上 ラオスの教員養成機関の学生：200名以上

計測した子ども達：合計で１万１千人

➢ 2021-2022年の主な研究業績・日本の国際化・対象国の親日化

中学校での健康診断の意義についての指導 クラスベースでの健康診断システムの開発 21



1.これまでの活動の成果 2.コロナ禍による学びの変容 3.Postコロナの学びの在り方 4.今後の展望・EDU-portニッポンへの期待

ラオス ネパール

学校
ｵﾝﾗｲﾝを活用した学校保健ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ&ｽｰ
ﾊﾟｰﾊﾞｲｽﾞ、ﾃﾞｰﾀ管理の支援の希望
（DX×学校運営×学校保健）

学校保健の重要性の再認識
実践と研究強化のための支援を希望
（ESD×保健教育→教育の質的向上）

教師
ICTを活用した指導技術向上に対する
支援(保健教育×ICT）

子ども
子どもの肥満と痩せ、メンタルヘルス等に対する教育支援の希望
（健康診断活動×健康的な食品×健康機器）

研究者

実証研究＆アクションリサーチに関する研究力の向上→
学術論文による発信・研究者ﾈｯﾄﾜｰｸの強化、一般：メディア・SNS活用
授業研究の視察（本邦研修）
※日本の教育再考・向上に貢献！ 探究学習×国際協力（健康＆環境）

➢ 今後の展望、EDU-Portニッポンへの期待
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ご清聴ありがとうございました


